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１．業 務 名 比曽林道測量設計業務

２．履 行 期 間

３．履 行 場 所 奈良県吉野郡大淀町　比曽林道

４．請 負 代 金 額 .－

 （うち取引に係る消費税及び地方消費税の額　 .－)

５．契 約 保 証 金 額 .－

６．前 金 払 請負代金の１０分の　　以内

７．調 停 人

８．選 択 事 項 別冊約款中選択される条項は次のとおりであるが、そのうち適用される

ものは（○印）、削除されるものは（×印）である。

適用削除

の 区 分

（案）

銀行、発注者が確実と認める金融機関又は保証事業
会社の保証

選　　　　択　　　　事　　　　項

公共工事履行保証証券による保証

業　務　請　負　契　約　書

第３８条

前金払

令和８年12月11日　まで

履行保証保険契約の締結 第４条第１項第５号

契約締結の翌日　から

選択条項

契約保証金の納付

契約保証金の納付に代わる担保となる有価証券等の
提供

部分引渡し

調停人の選任

第４条第１項第１号

第４条第１項第２号

第４条第１項第３号

第４条第１項第４号

第３５条～第３７条

第５７条



９．特 約 条 項

請負代金は、近畿中国森林管理局で支払うものとする。

　上記の業務について、発注者と受注者は、各々の対等な立場における合意に基づいて、本契約書

及び令和８年８月５日に交付した国有林野事業業務請負契約約款によって公正な請負契約を締結

し、信義に従って誠実にこれを履行するものとする。

　また、受注者が設計共同体を結成している場合には、受注者は、別紙　設計共同体協定書により

契約書記載の業務を共同連帯して実施する。

　本契約の証として本書２通を作成し、発注者及び受注者が記名押印の上、各自１通を保有する。

令和　　年　　月　　日

発　注　者 (住所)    大阪市北区天満橋１丁目８番７５号

  　　　　支出負担行為担当官

(氏名)　　近畿中国森林管理局長　　上口　直紀 印

受　注　者 (住所)　　

　　　　　

(氏名)　　 印

［注］受注者が設計共同体を結成している場合においては、受注者の住所及び氏名の欄には、

　　　設計共同体の名称並びに設計共同体の代表者及びその他の構成員の住所及び氏名を記入

　　　する。



単位 数量

直接測量費(安全費・電子成果品費･成果検定費除く) 式 1

測量業務 式 1

打合せ等 打合せ(業務着手+中間打合せ+成果物納入) 中間打合せ１回 業務 1

計画･準備（内業） 一車線測量 業務 1

中心線測量 一車線測量 km 0.035

縦断測量 一車線測量 km 0.035

横断測量 合計 測量幅40m 一車線測量 km 0.035

土質区分･その他調査 外業計 一車線測量 km 0.035

電子成果品作成費 式 1

直接測量費 式 1

間接測量費 式 1

諸経費 式 1

測量業務価格 式 1

直接原価(電子成果品作成費・業務成果品費除く) 式 1

設計業務 式 1

詳細設計 平面設計 一車線林道設計 km 0.035

詳細設計 縦断設計 一車線林道設計 km 0.035

詳細設計 横断設計 一車線林道設計 km 0.035

詳細設計 構造物設計計画 一車線林道設計 傾斜勾配：40度以上 補正1.2 km 0.035

詳細設計 土工数量計算 一車線林道設計 km 0.035

詳細設計 構造物数量計算 一車線林道設計 傾斜勾配：40度以上 補正1.2 km 0.035

照査 一車線林道設計 傾斜勾配：40度以上 補正1.2 km 0.035

成果品(設計書説明書作成) 一車線林道設計 km 0.035

擁壁･補強土予備設計 全工程 簡略化できない (基礎工､協議資料無し) 箇所 2

電子成果品作成費 式 1

直接原価(その他原価除く) 式 1

その他原価 式 1

一般管理費等 式 1

業務価格 設計業務 式 1

業務価格 測量業務＋設計業務 式 1

消費税相当額 式 1

業務委託料 式 1

業 務 別 数 量 内 訳 書

比曽林道測量設計業務

業務区分・業種・種別・細別 規     格

業務名：



森林整備保全事業調査、測量、設計及び計画業務標準仕様書

　平成29年３月30日付け28林整計第380号林野庁長官通知（最終改正　令和８年１
月26日付け７林整計第368号）で定められた、森林整備保全事業調査、測量、設計
及び計画業務標準仕様書を使用するものとする。
　森林整備保全事業調査、測量、設計及び計画業務標準仕様書に記載されていない
特殊な工種等については、特記仕様書による。



　１　本業務は、標準仕様書第3112条に基づき、過去の類似業務の成果品等

　　を貸与することが可能である。なお、貸与した成果品等は必要がなくな

　　った場合に返却すること。

特記仕様書



1．目的

2．取組内容
　以下の項目について、受発注者間で確認及び調整の上、取組内容を設定する。
（１）休日の翌日（月曜日等）は依頼の期限日としない。 
（２）休日の前日（金曜日等）は新たな依頼をしない。
（３）「ノー残業デー」は勤務時間外に依頼しない。 
（４）打合せの開始時に終了時刻を定め、原則としてその時刻までに打合せを終了する。
（５）午後４時以降の打合せ、現地立会は行わない。 
（６）作業内容に見合った作業期間を確保する。 
（７）業務時間外に応答が必要な連絡を行わない。
（８）その他必要な事項について任意に設定することができる。

3．進め方

（３）受注者は、成果物納入時の打ち合わせにおいて、実施結果（効果、改善点等）をウィー
クリースタンス実施状況報告書（別記様式２）に整理し、発注者に提出する。

ウィークリースタンス実施に関する特記仕様書

　本業務は、ウィークリースタンスの対象である。なお、災害対応等緊急を要する場合は、こ
の限りではない。

　調査、測量、設計及び計画業務（以下「設計業務等」という。）を円滑かつ効率的に進める
ため、１週間の受発注者間における相互の態勢に関する事項の目標を定め、計画的な設
計業務等の履行を確保しつつ、より一層の業務環境の改善等に努めることを目的とする。

（１）原則、初回打合せ時に、発注者から受注者に本取組の目的及び内容を説明するととも
に、取組内容を確認及び調整し設定する。取組期間については、初回打合せ時（取組内容
を設定した日）から履行期限までを原則とする。また、受注者は、初回打合せ時に設定した
取組内容をウィークリースタンス推進チェックシート（別記様式１）に整理し、打合せ簿等とと
もに発注者に提出する。
（２）中間打合せ等を利用し、受発注者間で取組のフォローアップ等を行う。



【記載例】

実施日

業務名

履行期間 ～

発注者 発注者名

役職名

氏名

受注者 会社名

役職名

氏名

※1　毎月の定時退社・退庁の曜日または日を記入すること。

（７）業務時間外に応答が必要な連絡を行わない。

※2　(1)～(7)以外で取り組む内容がある場合に記入する。

※　受注者の希望する実施項目は「□」とし、初回打合せを踏まえ実施する項目を「■」とする。

（５）午後４時以降の打合せ、現地立会は行わない。 １６時以降開始する打合せを行わない。 ■

令和○年○月○日 令和○年○月○日

○○森林管理署
監督職員

○○　○○

○○コンサルタント(株)

管理技術者

ウィークリースタンス推進チェックシート（初回打合せ時）

（１）参加者 令和○年○月○日

●●測量設計業務

ノー残業デー※１ 毎月10日、15日、20日、25日

（３）ウィークリースタンス取り組み実施内容　（■実施項目）

○○　○○

（２）営業時間等
発注者 受注者

（２）休日の前日（金曜日等）は新たな依頼をしない。 金曜日等（第三者の要求対応を除く） ■

始業時間 8:30 始業時間 9:15

（１）休日の翌日（月曜日等）は依頼の期限日としない。 月曜日等（第三者の要求対応を除く） ■

終業時間 17:15 終業時間 18:00

ノー残業デー※１ 毎週水、金曜日、毎月16日

※　業務の内容や特性を踏まえ、緊急的な対応、第三者等の要求に伴う対応及び休日又は夜間作業等により、
設定した取り組みが実施できない場合の対処方法（依頼や期限に関する特例、代休、振替休日の措置等）につ
いて双方で確認し設定する。

（６）作業内容に見合った作業期間を確保する。 ■

（８）その他の項目※2

打合せは午前１０時～午後４時までの時間とする □

■

（４）緊急時等の対処方法
緊急時等の対処方法

受注者は権利者等との調整の結果、休日の作業となる場合は休日の翌日（●曜日）を振替日（休日）とする。

ノー残業デーは権利者等の第三者の要求によるものを除き勤務時間外の業務対応を求めない。

別記様式１（業務）

ノー残業デーは定時の帰宅に心がける □

打合せはＷＥＢ会議を活用するなど、効率的な実施に努める □

（３）ノー残業デーは勤務時間外に依頼しない。 毎週水曜日（第三者の要求対応を除く） ■

（４）打合せの開始時に終了時刻を定め、原則としてその時刻までに打合せを終了する。 ■

実施項目 特記事項（日付け等の設定） 実施

予め対応出来ない事項やその

措置に対する対応を確認する。



【記載例】

提出日

業務名

履行期間 ～

発注者 発注者名

役職名

氏名

受注者 会社名

役職名

氏名

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

令和○年○月○日 令和○年○月○日

別記様式２（業務）

ウィークリースタンス実施状況報告書

（１）基本情報 令和○年○月○日

●●測量設計業務

○○森林管理署
監督職員

○○　○○

○○コンサルタント(株)

管理技術者

○○　○○

ノー残業デーは勤務時間外に依頼しない。

（２）実施状況及び改善点
休日の翌日（月曜日等）は依頼の期限日としない。

実施状況： 実施できた

「実施できた・どちらかというと実施できた」以外を選択した場合、その理由を以下に記入

休日の前日（金曜日等）は新たな依頼をしない。

実施状況： どちらかというと実施できた

「実施できた・どちらかというと実施できた」以外を選択した場合、その理由を以下に記入

「実施できた・どちらかというと実施できた」以外を選択した場合、その理由を以下に記入

実施状況： 実施できた

「実施できた・どちらかというと実施できた」以外を選択した場合、その理由を以下に記入

打合せの開始時に終了時刻を定め、原則としてその時刻までに打合せを終了する。

実施状況： 全く実施できなかった

「実施できた・どちらかというと実施できた」以外を選択した場合、その理由を以下に記入

打合せを効率的に実施することができず、長引き設定した時間内に終了しなかった

午後４時以降の打合せ、現地立会は行わない。

実施状況： どちらかというと実施できなかった

急ぎ決めたい内容が発生し、16時以降に打合せすることがあった

作業内容に見合った作業期間を確保する。

実施状況： 実施できた

「実施できた・どちらかというと実施できた」以外を選択した場合、その理由を以下に記入

業務時間外に応答が必要な連絡を行わない。

実施状況： 実施できた

「実施できた・どちらかというと実施できた」以外を選択した場合、その理由を以下に記入



⑧

有

⑨

その他、任意で設定する取組

本取組を実施するにあたっての問題点や、今後の改善点などを記入

本取組の問題点や改善点を記入してください。（自由記載）

設定の有無：

設定ありの場合の内容： ・・・（追加した内容を記載）

実施状況： 実施できた

「実施できた・どちらかというと実施できた」以外を選択した場合、その理由を以下に記入



　１　本業務は、業務の完了後において、工事の品質確保及び円滑な事業執行を

　　目的として、発注者、本業務の受注者（以下「設計者」という。）及び当該

　　設計に基づく工事の施工者の三者で構成し、工事目的、設計思想、設計条件

　　等の情報の共有及び施工上の課題、新たな技術提案に対する意見交換等を行

　　う三者会議の設置対象業務となることがある。

　２　設計者は、発注者から三者会議への出席要請があった場合は、協力するも

　　のとする。

　３　三者会議の運用にあたっては、近畿中国森林管理局ホームページに掲載し

　　ている「森林土木工事の施工段階における三者会議実施要領」によるものと

　　する。

三者会議特記仕様書



電子納品に関する特記仕様書

１．本業務は、電子納品対象業務とする。ただし、受注者がやむを得ない理由により紙
　による提出を希望する場合は、受発注者間で協議の上、決定する。
　　電子納品とは、調査、設計、工事などの各段階の最終成果を電子成果品で納品する
　ことをいう。ここでいう電子成果品とは、林野庁「森林整備保全事業電子納品ガイド
　ライン令和４年１月」（以下、「ガイドライン」という。）に基づき作成されたもの
　を指す。

２．電子成果品は、「ガイドライン」に基づいて作成し、電子媒体及び電子媒体納品書
　を提出する。

３．「ガイドライン」で特に記載が無い項目については、監督職員と協議の上、決定す
　るものとする。

４．電子成果品については最新の国土交通省「電子納品チェックシステム」による
　チェックを行い、エラーがないことを確認した後、ウイルスチェックを行い、ウイル
　スが検出されてないことを確認した上で提出するものとする。



情報共有システムに関する特記仕様書

第１章　業務管理

（１）情報共有システムの業務について

　①　本業務は、受発注者間の情報を電子的に交換・共有することにより業務の効率化
　　を図る情報共有システムの活用対象業務である。

　②　情報共有システムの活用は、別添の「森林整備保全事業の工事並びに調査、測
　　量、設計及び計画業務における受発注者間の情報共有システム実施要領」によるも
　　のとする。

　③　受注者は、発注者から技術上の問題の把握、利用に当たっての評価を行うために
　　聞き取り調査等を求められた場合、これに協力しなければならない。

　④　費用（登録料及び使用料）は、その他原価に含まれている。



旅費交通費等特記仕様書

○旅費交通費等の扱い

１．本業務は、当初設計において旅費交通費及び技術者の基準日額は計上していない。

２．旅費交通費等は、「調査、測量、設計及び計画業務旅費交通費積算要領の制定につい
て」(平成28年３月31日付け27林整計第367号林野庁森林整備部長通知)(以下「旅費交通費要
領」という。)に基づき設計変更により計上するものとし、受注者は、滞在又は滞在と通勤
が混在する場合、設計変更時点までに、宿泊実績報告書(様式１)、実際に支払った証拠書類
(領収書等)及び通勤実績報告書(様式２)を監督職員に提出するものとする。
　なお、宿泊実績報告書、証拠書類及び通勤実績報告書の提出時期については、監督職員と
協議の上、決定するものとする。



宿泊日数
(日)

宿泊単価
(円)

宿泊費計
(円)

6 9,000 54,000

6 9,000 54,000

6 9,000 54,000

2 8,000 16,000

2 8,000 16,000

1 10,000 10,000

1 10,000 10,000

24 214,000

　　２ 従事業務欄は、測量業務、設計業務等を記載する。

　　２ 従事業務欄は、測量業務、設計業務等を記載する。

(注)１ 通勤による業務日は、業務日ごとに記載する。

R8.3.10 設計業務(打合せ)

業務名：

通勤による業務日 従事業務 備 考

R8.2.9 測量業務

R8.2.13 測量業務

R8.2.24 設計業務

様式２
【記載例】

通勤実績報告書

□□ □□ R8.3.17～3.18
設計業務
(打合せ)

朝食1回 夕食1回

合 計

□□ □□ R8.2.20～2.22 設計業務 朝食0回 夕食0回

○○ ○○ R8.3.17～3.18
設計業務
 (打合せ)

朝食1回 夕食1回

△△ △△ R8.2.1～2.7 測量業務 朝食6回 夕食0回

○○ ○○ R8.2.20～2.22 設計業務 朝食0回 夕食0回

業務名：

氏名 滞在期間 従事業務 備 考

○○ ○○ R8.2.1～2.7 測量業務 朝食6回 夕食0回

□□ □□ R8.2.1～2.7 測量業務 朝食6回 夕食0回

様式１
【記載例】

宿泊実績報告書

(注)１ 氏名は、業務計画書に記載した技術者(再委託先を含む)であること。

　  ３ 備考は、宿泊施設において提供される朝・夕食を食べた回数を記載する。



比曽林道測量設計業務

林 道 調 査 説 明 書 2

位 置 図 2 　1/20,000  　1/5,000 

平 面 図 2

保 全 施 設 計 画 図 2

縦 断 面 図 2

土 工 標 準 図 2

横 断 面 図 2

構 造 図 2

残 土 処 理 図 2

潰 地 求 積 図 2

用 地 図 2

数 量 内 訳 書 2

土 量 計 算 書 2

構 造 物 数 量 表 2

流 量 計 算 書 2 集水面積計算図

土 質 調 査 資 料 2

曲 線 部 拡 幅 表 2

修 正 距 離 算 出 表 2

野 帳 類 2

現 場 写 真 帳 2

作 業 許 可 申 請 位 置 図 2

成 果 品 電 子 デ － タ 2

成果品一覧表

成　果　品
成 果
品 数

摘　　　　要



調査箇所　L=35.0ｍ

測量設計箇所位置図

比曽林道



調査箇所
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